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舞台は近未来。地球規模の植物の枯死や異常気象によって人類は絶滅の危機に瀕していた。元宇宙飛
行士のクーパーは、解散したはずのNASAから、とあるプロジェクトのために再び宇宙へ旅立つよう依
頼される。そのプロジェクトとは、別の銀河に人類の新天地となる星を探すというもの。旅立ったが最
後、もう地球には帰ってこられないかもしれない。仮に帰還できるとしても、それはいつになるか不明
でもあった。10歳の愛娘をもつクーパーは初めこそ激しく拒否していたものの、人類のため、そして
何より愛する娘のため、依頼を受けることにする。動揺する娘を残し、父は旅立っていった。必ず帰っ
てくる、そう言い残して―。

今回紹介するのは、2014年公開のクリストファー・ノーラン監督作品『インターステラー』、SF超大
作だ。相対性理論、ワームホールやブラックホール、ウラシマ効果に特異点、次元転移、それからすべ
ての鍵を握る “gravity = 重力”。SF好きなら胸を躍らせざるをえないこれら数々の理論と現象が圧巻の
映像美で描かれている。しかも、それはただ美しいだけではない。この映画に協力した重力の権威、物
理学者キップ・ソーンをして「何も間違いがない」と言わしめるほど “リアル” な映像だ。

一級のSF作品であると同時に、この作品は一級のヒューマンドラマでもある。最愛の娘を残して旅
立ったクーパーは長い長い旅の中、片時も娘を忘れたことはなく、決して再会を諦めることはなかった。
一方、娘は父に捨てられたと思い込みつつも父を忘れられず、NASAで父のプロジェクトに携わる科学
者となった。ウラシマ効果による時間のずれのため、宇宙船で数年間過ごしてきた父と、地球で数十年
間生きてきた娘。父娘の愛は宇宙を超えて届くのか。その結末は涙なしでは見られない。

SF好きの人にも、そうでない人にも、この『インターステラー』という作品をぜひ見てもらいたい。
そして、無限に広がる美しい星空を見上げてみてほしい。そこには、時空や次元を超越した “愛” のカ
タチが見えるかもしれない。

販売元：ワーナー・ブラザース
ホームエンターテイメント

定価：3,790円＋税

『インターステラー』
Blu-ray&DVDセット
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大学が遠退いてる気がします。 （法・２　ゴマちゃん）
⇒特に１限が遠退いてる気がします。 （卒業も遠退いてる気がします。；編）
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